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国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所
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・国立研究開発法人土木研究所としては、

つくば(中央研究所)と札幌(寒地)の2拠点

・寒冷地における

良好なインフラの維持整備等に必要となる

土木技術の研究・開発

・寒地土木研究所(札幌)は、

もとは北海道開発局付属の土木研究所。

・技術指導等による研究成果の普及を通じ、

良質な社会資本の効率的な整備

および北海道開発の推進に質することを目的
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土木分野における木材活用
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本日の内容
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１．本書作成の背景と位置付け

２．北海道の道路デザインブックの概要

３．道路景観チェックリストの概要

４．ダウンロード先
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１. 本書作成の背景と位置付け
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デザイン指針を基とした技術資料

道路デザイン指針（案）

◆位置づけ：
「教科書」「実例集」の2部構成として作成

◆狙い
北海道の自然や景観特性に配慮し、道路事業

の計画～維持管理まで、すべての段階において
活用できる、『実践的な景観向上策の提示』

基とした資料 北海道の道路デザインブック（案）

北海道における道路景観
チェックリスト（案）

●教科書
・基本理念
・手法
・ルール

●実例集
景観改善のポイントを
用いて解りやすく解説

連携

H17.7発刊 → H29.11改訂 H３１.３改訂
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今後、道路管理で求められているもの

図-高速自動車国道を除く道路の種別と延長割合

（道路統計年報2018 、道路メンテナンス年報を基に筆者らが作成）

点検区分 頻度と点検方法

巡視
巡視時に、車内から目視を基本として、

変状の有無を点検

詳細点検
10年に1回を目安。近接目視を基本と

し、必要に応じて非破壊調査等を併用

中間点検 5年に1回を目安。外観目視を基本

表 片持ち式標識の点検区分等

（小規模附属物要領より作成）

▲ 全道路の1.9%を占める
一般国道（指定区間2.4万km）だけで、
約102万施設の小規模附属物を抱える

・道路総延長約122万ｋｍでは、
膨大な量の小規模附属物となる

・点検や更新コストを考えると、小
規模附属物のストックの見直しが
必須

・持続可能な道路管理
・道路景観の改善
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道路景観向上と道路管理について

・道路附属施設は道路空間に求められる機能を補完するために設置

されている。

・しかしながら、施設相互の関係性などを考慮して総合的な設計が

なされている事例は少ない

・施設の重複や過剰の設置

・施設類の多さは、整備・維持管理・更新に係るコストの増大

・施設同士の重複や錯綜、煩雑などをまねき、走行上・景観上の課

題
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同じ情報（機能の重複がある）標識等が複数設置された事例

9

道路付属施設の適正化道路付属施設の景観への影響（参考）
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過剰とも思える標識等の設置状況の一例

10

道路付属施設の適正化道路付属施設の景観への影響（参考）
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道路付属施設の適正化道路付属施設の維持管理の負担

▲Ｆ型標識への着雪事例 ▲F型標識背面の除雪作業

▲着雪防止シートの設置事例

積雪寒冷地では、
片持式（F型）標識に
着雪・着氷対策を実施
することがある。

・特に積雪寒冷地では、冬期の維持管理負担
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区画線による景観向上の効果（イメージ）
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道路付属施設の適正化

元画像



寒地土木研究所 地域景観チーム
http://scenic.ceri.go.jp

区画線による景観向上の効果（イメージ）
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道路付属施設の適正化

フォトモンタージュ
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区画線による景観向上の効果（イメージ）
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道路付属施設の適正化

元画像 フォトモンタージュ
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２．北海道の道路デザインブック
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道路デザインブック ～構成～ ＜道路DB＞目次より抜粋

道路景観向上
のための基本
理念や実例を
示したもの。
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記載例ー維持管理段階における考え方 ＜道路DB＞P.5-3より

道路景観に対する社会的ニーズへの対応や、増大する維持管理コスト縮減のため、道
路施設の集約化・撤去を図っていく必要がある。

【解説】
（２）～省略～。道路標識を始めとして維持管理段階において実施可能な景観向上策は少な
くはなく、実施が容易である割には効果的であることも多い。近い将来に道路施設や道路附
属物等の更新が大きな課題になると予想されるが、これらの更新は、高度経済成長期に効率
性を重視して整備したことで景観的な配慮が十分ではなかったもの、その後の社会情勢や環
境の変化等により適切ではなくなったもの等を最適化し、景観改善を図る好機とも捉えられ
る。
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記載例ーコストに関する考え方 ＜道路DB＞P.5-２より

景観デザインは、設計条件の一部として扱わなければならない。しかし、その内容は、
場の景観特性との関係を見極め、必要な措置を吟味して行うことが必要である。
また、初期コストおよび維持管理コスト、耐久性も検討し、バランスのとれた対応を

行わなければならない。

【解説】
（１）良好な景観を有する北海道においては、眺望を阻害するような位置に道路附属物等の
設置を避けること、不快感を与えるような要素を排除することなど、「引き算のデザイン」
が最も重要である。この観点を持って、本来満たすべき機能を十分に検討することで、コス
トを抑えて景観を良くすることも可能である。

（２）コスト増加につながる装飾的なデザインは回避することが原則である。特別な事情が
あり、高価な装飾的デザインを実施しなければならない時は、関係者と慎重に協議して合意
を得ることはもちろんのこと、地域住民の納得を得られるような適切な対処が必要である。

（３）構造物等のデザインにおいては、景観要件を設計条件の一部として扱うことが特に重
要であり、構造形態そのものがデザインの良し悪しを決定することを肝に銘じておくべきで
ある。その場合、個別の部位に着眼するよりも、総合的にコストを検証することが重要であ
る。

（４）耐久性については、一般的に機能面で評価されるが、景観的面でも評価することが必
要である。例えば、形を保っているが、色が褪せたり錆びたりしている照明柱は景観面では
問題がある。実際、見っとも無くなって取りかえられる道路附属物も多い。景観的にも耐久
性が高いものを選択することは、コストの縮減にもつながることを意識すべきである。
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記載例ー景観特性の把握

対象道路の地域景観特性を把握するとともに、内部景観（走行景観）と道路外の視点場から
眺めたときの道路自体の外部景観について、その視覚特性、見られ頻度、景観的魅力等を適切
に把握しておかなければならない

表－内部景観・外部景観の捉え方

 役 割 意 義 評価項目 

内部景観 

（走行景観） 

道路自体が視

点場となる 

道路利用者に魅力的な景観

を提供する 

①道路自体の構図的な美しさ 

②周辺景観の資質 

外部景観 
道路自体が視

対象となる 

沿道住民や道路周辺で活動

している人々に良好な道路の

姿を提供する 

③重要な視点場からの眺め 

④見られ頻度 

 

＜道路DB＞P.5-7より
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３．道路景観チェックリスト
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道路景観チェックリスト ～構成～ ＜道路CL＞目次より抜粋

具体的な景観
改善の手法を、
チェックリスト形
式で示したもの
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記載例ー道路景観チェックリスト ～線形④～ ＜道路CL＞P.4より抜粋
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記載例ー道路景観チェックリスト ～付属施設編～ ＜道路CL＞P.41より抜粋
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記載例ー道路景観チェックリスト ～道路標識③～ ＜道路CL＞P.55より抜粋
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記載例ー道路景観チェックリスト ～クッションドラム①～＜道路CL＞P.58より抜粋
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地域景観チーム ホームページ

４. ダウンロード先
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景観向上で目指すべき方向「シンプルは複雑に優る！」
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・シンプルなデザインの威力：わかりやすい、使いやすい、壊れにくい・・

・シンプルは、最も難しい最高峰のデザイン：整理し尽くされた結果

・シンプルなデザインは、簡単にはつくれない：複雑なモノの方が簡単

・足すより、削る方が難しい：洗練されたカタチ

・日本は、元々シンプルなデザインが特徴：禅の文化、茶、生け花・・

・迷ったら付けない勇気を：ないより付けた方が良いは設計者の迷いの証拠

～ 参考資料：米国のデザインから学んだこと～
http://blog.btrax.com/jp/2012/03/17/what-i-learned-from-
design-education/
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以下から、ダウンロードできます

◆本書のPDFファイルを以下で提供しています

http://scenic.ceri.go.jp/manual.htm

不明点等がありましたら、以下迄ご連絡下さい

寒地土木研究所 地域景観チーム

札幌市豊平区平岸1条3丁目1-34

℡：011-590-4044

e-Mail：scenic ＠ ceri.go.jp

mailto:scenic@ceri.go.jp
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寒地土木研究所

地域景観チーム ホームページ

http://scenic.ceri.go.jp

ご清聴ありがとうございました

地域景観チームへのお問い合せは

scenic@ceri.go.jp

29

mailto:scenic@ceri.go.jp

